
三宅町監査委員告示第１号

地方自治法第１９９条第２項及び第３項の規定により執行した事務監査について

同法同条第１４項の規定により、三宅町各所管部局等から監査の結果に基づき措置

を講じた旨の通知があったので、次のとおり公表します。

令和５年３月２４日

三宅町代表監査委員 片 岡 嘉 夫

三宅町監査委員 松 田 晴 光



令和４年度

部局及び所属名 実施年月日 監査結果 措置の内容

まちづくり推進部

土木管理課

（旧上下水道課）

令和４年

１２月１５日

●浄水施設改修解体工事及

び工事に伴う現場管理業務

・指名業者選定にあたり建

築主体とされていたが、工

事内容からすると土木主体

とも考えられる。この決定

権は指名審査会で決定する

べき内容であるが、工事担

当課としてもどの種別の業

者を主とするべきか基準を

整理すること。注意事項

・現場監理業務においては

実施設計業者への随意契約

となっている。実施設計と

監理業務が同一業者となる

と、第３者の視点で実施設

計をチェックすることが困

難となる。実施設計上の誤

りが発見された時に、責任

の所在や追加資料として安

易に請求されることもある

ので注意が必要。意見事項

・今回監査の対象となった工

事については、水道施設の解

体工事を主として一部建築

物の改修工事を伴うことか

ら、建設業法に定める建設工

事の種類を建築一式として

一般競争入札により業者選

定を行ったものであります。

今後は指名審査会に諮る建

設工事の内容を建設業法別

表に掲げる建設工事の業種

種類に鑑み、案件調書に詳細

に記載する事項を整理して

より明確化して参ります。

・今回監査の対象となった監

理業務については、一般工作

物の解体工事と異なる浄水

場施設解体の特殊性（コンク

リート構造物・電気設備・機

械設備等）から、実施設計を

行いその内容を熟知してい

る業者に監理業務を随意契

約にて委託を行ったもので

あります。まちづくり推進部

発注の建築工事においては

原則、監理業務は実施設計と

別発注を行っているところ

でありますが、今回監査の意

見事項として改めて検証を

行い、今後も適正な業務発注

に十分留意して参ります。



部局及び所属名 実施年月日 監査結果 措置の内容

まちづくり推進課

住民福祉部

保険医療課

令和４年

１２月１５日

令和４年

１２月１５日

・両事業とも担当課が完了

時に本来行う精査業務を、

十分に精算されていなかっ

た。 指摘事項

●三宅町現場技術業務

・特になし

●地域包括支援センター業

務委託

・以前の監査でも指摘しま

したが、業務を委託し金銭

を支払う以上は業務仕様書

どおりに履行されているか

どうか発注担当者がより深

く確認する必要がある。

指摘事項

・今回の監査で指摘を受け、

完了時の出来高精算につい

ては、より正確を期するよう

以下のとおり改善措置を行

います。

工事監理等の業務委託にお

いては、業務日報に加えその

業務数量を確認するため写

真等を含めた提出書類の必

要を今後の業務仕様書に追

加して参ります。

建設工事の出来高精算につ

いては、発注者側からの変更

指示を行ったもの、請負業者

から提出される完成図書に

基づき対等な立場において

協議し、双方過不足が生じな

いよう適正に増額又は減額

の変更契約を行って参りま

す。

・業務委託先の業務仕様書に

基づく履行状況、業務実績等

に対する点検については、業

務実績に対する報告書によ

る履行状況の確認を行うと

ともに、履行状況に対する現

地監査を年１回必ず実施い

たします。



部局及び所属名 実施年月日 監査結果 措置の内容

みやけｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推

進部

産業振興課

総務部

総務課

令和４年

１２月１６日

令和４年

１２月１６日

●多面的機能支払交付金

・実施の手間等があるもの

の三宅町全体に広まるよう

にＰＲする必要があると思

われる。 口頭指導事項

●三宅町商工会補助金

・事務費における領収書の

添付不足や商工会内部での

補助金支出にあたり使途を

証明する資料がない。

注意事項

●住民情報系システム保守

委託料

・発注時の約束ごととして

単年度契約とし契約金額の

見直しをしないなら、今後

は長期契約とするべきと思

われる。単年度契約とした

意味がないと思われる。

意見事項

・三宅町商工会補助金に係る

注意事項の措置内容につい

ては、令和４年度分より領収

書またはそれに代わる書類

添付の徹底を確認し、商工会

内部での補助金について適

正な使途であることが確認

できる資料添付を求め、適正

事務に努めているところ。

・住民情報系システムは複数

年期間にわたり同一システ

ムを使用するものであるが、

制度改正への対応等が必要

であることから、適宜システ

ムの改修等を行っている。つ

いては、システム保守料への

反映も考慮しつつ、単年度契

約を締結している。また、

三宅町長期継続契約を締結

することができる契約を定

める条例（平成１８年３月三



部局及び所属名 実施年月日 監査結果 措置の内容

健康子ども局

健康子ども課 令和４年

１２月１６日

●情報系システム保守委託

料

・契約書に内訳明細の添付

がない。 意見事項

●公金等の取扱

・日々、金銭収受の記録を

残されているが、業務終了

時、金庫内にいくら現金が

保管されているか不明確な

状況であった。必ず日々業

務終了時にいくら金額が保

管されているか確認記録す

べき。 注意事項

宅町条例第１８号）第２号の

規定に基づき、その要件を満

たす性質の契約については、

引き続き適正な運用に努め

る。

・業務発注時における仕様書

等により契約内容は担保さ

れると考えるが、今後は必要

に応じ契約書や約款におい

て、内訳明細や業務内容を明

記するよう努める。

・これまで、入金状況確認表

（課独自様式）と収入伝票を

用いて日々の金銭収受管理

を行っていたが、金庫内に保

管されている金額まで記載

する様式になっていなかっ

た。令和５年１月より、町と

して定めている「公金等確認

簿」を用いて、日々の収受を

確認し、記録として残すよう

改善している。



部局及び所属名 実施年月日 監査結果 措置の内容

会計課

みやけｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推

進部

政策推進課

健康子ども局

幼児園

教育委員会事務局

教育総務課

令和４年

１２月１６日

令和４年

１２月１６日

令和４年

１２月１６日

令和４年

１２月１６日

●公金等の取扱

・領収印は各課で作成し保

管しているとのことである

が、町全体でどの課にいく

つの領収印が作成され保管

されているのかが不明な状

況は適正な管理が行われて

いるとは思えない。

注意事項

●公金等の取扱

・ＭｉｉＭｏで扱う釣り銭

が職員の自費でまかなわれ

ていた。 指摘事項

●公金等の取扱

・特になし

●公金等の取扱

・特になし

・領収印については、会計規

則において様式のみ第１１

条の３で定められていまし

たが管理については規定は

ありませんでした。そのた

め、領収印の作成、廃止の際

は別紙に定める様式により、

会計管理者に届け出ること

とした条文を規則に追加い

たしました。今後はこの規定

に則り領収印の管理を行っ

て参ります。現状の把握につ

いては、全課に領収印の有

無、個数を問い合わせ、回答

を得、一覧として整理いたし

ました。

・当課においては、この度の

事務監査での指摘事項を重

く受け止め、速やかに是正措

置を完了したところ。今後、

会計処理に適正な事務取扱

について、より一層徹底し、

再発防止に努めて参りたい。


